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森敏昭 石田潤 富永美穂子(非会員 ChokC. Hiew(非会員)
(広島大学神戸商科大学広島大学 (Univ.of New Brunswick) 
Students' Self-Education Ability， Resilience 

目的 大学生の自己教育力と生きる力(レジリエンス)の関 TICAを用いた。
係を，先に作成した尺度を用いて調べる。 結果と考察 4つの因子のそれぞれに属する項目の得点を合
方法調査対象西日本にある7つの大学の学生計789名(男 計し，得点の高い方から約5分の1を高群，低い方から約5
248名，女541名)を調査対象とした。 分の1を低群とした。各群の実際の得点範囲と人数は， 1 AM 
調査内容①自己教育力尺度:森ら(2000)による尺度のう 因子では高群が40点""28点で162人，低群が9点""19点で173
ち，現在用のみを用いた。森ら(2000)は，現在，中学3年生 人，同じ順に， 1臥VE因子では35点""33点で177人と9点""2
頃，小学6年生頃の3つの時代における大学生の自己教育力 4点で164人， 1 CAN因子では35点""29点で149人と7点""20点
を以下の7つの領域について，それぞれ5項目ずつで測定す で155人， 1 WILL因子では35点""29点で154人と7点""21点で
る尺度を作成している。各領域における項目例は，次の通り 163人であった。
であり，いずれの項目も「はい，いいえ」の2件法で答える 表1は，各因子における高群と低群の自己教育力の平均(標
ようになっている。 準偏差)とその差及びt-検定の結果を示したものである。

課題意識:授業が始まった時 rよし，勉強しよう」とい 4つの因子とも得点高群は低群よりも多くの自己教育力の領
う気持ちになりますか。主体的思考:人のまねをするよりも， 域で得点が高く，レジリエンスは自己教育力と関係が深いと

自分で工夫するほうが得意ですか。学習の仕方:本を読む時， いえる。

大切なところは線を引いたり書き出したりしていますか。自 因子ごとにみると， 1 AMの因子では，自己評価を除いてす
己評価:試験で問題を解いた後で，間違いがないかどうかを ベて高群の方が低群よりも有意に自己教育力得点が高かっ

点検していますか。計画性:休みの日には一日の予定を立て た。自己評価ではむしろ低群の方が自己教育力得点が高かつ

て行動しますか。自主性:授業中に，自分からすすんで意見 た。自分に自信があっても自己評価が高いとはいえないと考

を発表するほうですか。自己実現:人々の役に立つ人間にな えられる。

りたいと思いますか。 1臥VEと1CANの因子では，すべての領域で高群の方が低
②レジリエンス尺度:森ら(2001)による4因子からなる尺 群よりも自己教育力得点が高かった。これらの因子は自己教
度。各因子の名前と項目例，及び項目数は以下の通りであり， 育力と関係が深いと考えられる。

いずれの項目も“1.まったくあてはまらない"から“5. 1 WILLの因子では，自己評価と計画性を除く 5つの領域で
よくあてはまる"までの5段階で評定するようになっている。 高群が低群よりも自己教育力得点が高かった。自己評価に関
「自分にかなり自信がある」など自分を肯定的にとらえる しては差はむしろ負の値であった。自分の将来を見通す力は

1 M!の因子 (8項目)， r払の考えや気持ちをわかってくれ 自己評価や計画性と独立していると思われる。
る人がいる」など対人的安定性をとらえるI臥VEの因子 (7 次に領域ごとに表1をみると，自己評価は， 4因子中， 2 
項目)， r一つの課題にねばり強〈取り組むことができるJな 因子で高群と低群の差が有意でなく，むしろ負の値であり，
ど自分の能力に対する信頼感をとらえる1CANの因子 (7項 計画性は1因子でその差は有意ではなかった占自己教育力と
目)， r嫌なことがあっても次の日には何とかなりそうな気が レジリエンスの関係には，領域による遣いがあるといえる。 ー
する」など自分の将来に対する見通しをとらえる1WILL(ま 高群と低群の差の値を因子感で比較すると，課題意識，主 . 

たは1DO)の因子 (7項目)。 体的思考，学習の仕方，自己評価，計画性，自己実現ではI 圃

手続産 自己教育力尺度とレジリエンス尺度，および他の CANの因子，自主性では1WILLの因子で差が最も大きな値で
尺度を組み合わせた冊子を作成し，平成12年12月から13年1 あった。自主性は1WILLの因子と関係が深く，他の領域はI
月にかけて，各大学の教室で実施した。なお分析にはSTATIS CANの因子と関係が深いことがうかがえる。

表1 各因子における高群と低群の自己教育力の平均(標準偏差)とその差及びtー検定結果
群 課題意設 主体的思考 学習の仕方 自己評価 計画性 自主性 自己実現

高 2.59(1.47) . 3.19(1.34) 3.25(1.13) 2.99(1.27) 2.60(1.49) 2.90(1.34) 4.27(1.04) 
1 M! 低 2.04(1.37) 2.38(1.47) 3.00(1.22) 3.21(1.16) 2.28(1.46) 1;75(1.10) 3.17(1.36) 
差 0.55料率 0.82本林 0.25 * -0.23 0.33 * 1.16林* 1.09料牢
高 2.58(1.43) 2.91(1.41 
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